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1. 平成29年8月期第2四半期の連結業績（平成28年9月1日～平成29年2月28日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年8月期第2四半期 6,460 13.8 710 50.8 673 42.7 438 37.6

28年8月期第2四半期 5,677 8.7 471 52.7 472 57.7 318 72.7

（注）包括利益 29年8月期第2四半期　　512百万円 （89.7％） 28年8月期第2四半期　　270百万円 （6.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年8月期第2四半期 16.33 16.23

28年8月期第2四半期 12.61 12.61

（注）当社は、平成29年３月１日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式
分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年8月期第2四半期 8,382 6,230 74.3

28年8月期 5,974 3,498 58.5

（参考）自己資本 29年8月期第2四半期 6,229百万円 28年8月期 3,497百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年8月期 ― 0.00 ― 14.00 14.00

29年8月期 ― 0.00

29年8月期（予想） ― 8.00 8.00

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

　　　２．当社は、平成29年３月１日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。これにより、平成29年８月期（予想）の期末配
当金については、当該株式分割の影響を考慮して修正しております。

3. 平成29年 8月期の連結業績予想（平成28年 9月 1日～平成29年 8月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,820 7.4 1,184 13.3 1,180 14.6 774 10.8 28.06

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　当社は、平成29年３月１日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。これにより、平成29年８月期の連結業績予想の１株
当たり当期純利益については、当該株式分割の影響を考慮して記載しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年8月期2Q 28,898,800 株 28年8月期 25,932,800 株

② 期末自己株式数 29年8月期2Q 558,468 株 28年8月期 579,468 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年8月期2Q 26,863,170 株 28年8月期2Q 25,273,381 株

（注）当社は、平成29年３月１日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該
株式分割が行われたと仮定して、発行済株式数（普通株式）を記載しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半
期決算短信（添付資料）４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

２．当社は、平成29年３月１日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。詳細については、四半期決算短信(添付資料)10
ページ「３．四半期連結財務諸表 (3)四半期連結財務諸表に関する注記事項(重要な後発事象)（株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更）」をご覧くださ

い。

３．当社は、平成29年４月14日に機関投資家・アナリスト向けの決算説明会を開催する予定であり、当日使用する決算説明資料については、開催後速やかに当
社ホームページに掲載する予定であります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続いているものの、

景況感に力強さが見られず個人消費の足踏みが続いており、米国新政権の政策運営や欧州各国の

国政選挙等を巡る不確実性が根強くあり、先行き不透明な状況が続いております。 

このような環境のもと、当社グループは、「成長戦略・効率化戦略・経営基盤強化」を基本方針

として掲げ、魅力ある新製品の開発や新規事業の拡大、製造原価の低減などに取り組んでまいり

ました。 

主力事業であるカスタムメイド雑貨事業では、エンタテイメント業界やアミューズメント業界の

注力顧客へ営業活動を強化するとともに、物販品やセールスプロモーショングッズを提供するな

どの「モノ」領域に留まらず、イベントやキャンペーンといった「コト」領域に対するＷＥＢ制

作や販売支援などの付加サービスを提供することによりトータルソリューションの高度化を図っ

てまいりました。オリジナル雑貨事業では、主力製品であるエコバッグやタンブラー・ボトルが

好調に推移したほか、モバイルバッテリーを中心としたモバイル関連製品が大きく伸長いたしま

した。また、ペットウェア製品及びトラベル雑貨製品は、ライセンス契約の拡大と推進を行った

結果、ペットウェア製品で新たに２つのアパレルブランドと締結し、トラベル雑貨製品において

は、初のライセンス契約となる「ポケットモンスター」のキャラクター使用が可能となりまし

た。 

新規事業であるＶＡＰＥ事業の店舗販売では、新たに「神田駅西口店」を出店し、既存店は７店

舗となりました。これに加え「池袋駅北口店」「池袋駅東口店」「渋谷明治通り店」の３店舗の

出店準備に着手し、計10店舗体制となります。これにより、当事業年度の目標である６店舗の新

規出店を達成いたしました。また、卸売販売においては販売チャネルの拡大に努めた結果、大手

家電量販店やバラエティストアなど、ＶＡＰＥ取扱い店舗は200店舗を超えるまでに成長しており

ます。引き続き、ＷＥＢ販売・店舗販売・卸売販売の３つの販売体制で、ＶＡＰＥ事業のさらな

る拡大に向けて注力しております。 

生産面では、カスタムメイド雑貨製品における生産拠点を、中国からその他アジア諸国へ移管を

推進し製造原価の低減に努めております。また、新たに多色印刷機を導入したことにより、これ

まで外注対応していた主力製品であるタンブラー・ボトルへの多色印刷を内製する体制が整いま

した。 

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は64億60百万円（前年同期比７億82百万

円、13.8％の増加）、営業利益は、売上高伸長による売上総利益の確保及び利益率の改善により

７億10百万円（前年同期比２億39百万円、50.8％の増加）となり、経常利益は６億73百万円（前

年同期比２億１百万円、42.7％の増加）、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億38百万円

（前年同期比１億19百万円、37.6％の増加）となりました。 

当第２四半期連結累計期間における販売経路別及び製品分類別の販売実績は、以下のとおりで

あります。 

＜販売経路別販売実績＞ 

販売経路 

売上高 増減 

前第２四半期 

連結累計期間 

（百万円） 

当第２四半期 

連結累計期間 

（百万円） 

増減額 

（百万円） 

増減率 

（％） 

エンドユーザー企業向け事業 2,949 3,260 311 10.6 

卸売事業者向け事業 2,625 2,871 246 9.4 

ＥＣ事業及び小売り事業 103 328 224 218.1 

合計 5,677 6,460 782 13.8 
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（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

＜製品分類別販売実績＞ 

製品分類 

売上高 増減 

前第２四半期 

連結累計期間 

（百万円） 

当第２四半期 

連結累計期間 

（百万円） 

増減額 

（百万円） 

増減率 

（％） 

一般雑貨製品 2,852 3,562 709 24.9 

エコ雑貨製品 2,284 2,357 72 3.2 

ヘルスケア＆ビューティ雑貨製品 466 403 △ 63 △ 13.5

その他 73 136 63 86.8 

合計 5,677 6,460 782 13.8 

（注）１ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２ その他は、設計・デザインの受託業務、印刷業務等の雑貨製品に該当しないものであります。 

(2) 財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

（流動資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ22億89百万円増加

し、74億29百万円となりました。主な要因は、現金及び預金の増加19億31百万円、受取手形及び売

掛金の増加２億16百万円、製品の増加１億７百万円によるものであります。 

（固定資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末に比べ１億18百万円増加

し、９億53百万円となりました。主な要因は、投資その他の資産の増加91百万円、有形固定資産の

増加35百万円、無形固定資産の減少８百万円によるものであります。 

（流動負債） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ２億33百万円減少

し、16億４百万円となりました。主な要因は、短期借入金の減少１億15百万円、１年内返済予定の

長期借入金の減少63百万円によるものであります。  

（固定負債） 

当第２四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末に比べ90百万円減少し、５

億48百万円となりました。主な要因は、長期借入金の減少１億４百万円、退職給付に係る負債の増

加13百万円によるものであります。 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ27億32百万円増加し、

62億30百万円となりました。主な要因は、公募及び第三者割当による新株式発行による資本金の増

加11億98百万円及び資本剰余金の増加11億98百万円、並びに利益剰余金の増加２億57百万円による

ものであります。 
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② キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて19億31

百万円増加し、33億45百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、当第２四半期連結累計期間に得られた資金は１億57百万円（前年同期に得られ

た資金は６百万円）となりました。主な要因は、税金等調整前四半期純利益６億72百万円、賞与引

当金の増加額63百万円による資金の増加及び法人税等の支払額３億21百万円、売上債権の増加額２

億４百万円、たな卸資産の増加額１億２百万円による資金の減少であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、当第２四半期連結累計期間に使用した資金は１億54百万円（前年同期に使用し

た資金は40百万円）となりました。主な要因は、有形固定資産の取得55百万円、敷金及び保証金の

差入51百万円、保険積立金の積立48百万円による資金の減少であり、これらの資金は自己資金並び

に増資資金でまかなっております。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、当第２四半期連結累計期間に得られた資金は19億16百万円（前年同期に使用し

た資金は２億76百万円）となりました。主な要因は、株式の発行による収入23億74百万円による資

金の増加及び配当金の支払額１億81百万円、長期借入金の返済による支出１億67百万円による資金

の減少であります。 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年８月期第２四半期累計期間の業績予想につきましては、平成29年３月30日公表の「第

２四半期連結累計期間の業績予想の修正に関するお知らせ」において、平成28年10月７日の公表

数値を修正いたしました。

通期連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の経営成績を受け、今後の動向

を踏まえて、業績予想の修正が必要であると判断した場合には速やかに公表いたします。 

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成し

たものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 平成28年11月22日を払込期日とする公募及び平成28年12月20日を払込期日とする第三者割当に

よる新株式発行により、当第２四半期連結累計期間において資本金が1,198,056千円及び資本準備

金が1,198,056千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において資本金が1,510,662千円、資本

剰余金が1,736,874千円となっております。 

（重要な後発事象） 

（株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更） 

 当社は、平成29年１月12日開催の取締役会において、株式の分割及び株式分割に伴う定款の一

部変更について下記のとおり決議いたしました。 

１．株式分割の目的 

 当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げることにより、当社株式の流動性の向上と投資家

層の拡大を図ることを目的とするものであります。 

２．株式分割の概要 

（１）分割の方法

平成29年２月28日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有

する普通株式を、１株につき２株の割合をもって分割いたします。 

（２）分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数 14,449,400株 

今回の株式分割により増加する株式数 14,449,400株 

株式分割後の発行済株式総数 28,898,800株 

株式分割後の発行可能株式総数 80,000,000株 

（３）分割の日程

基準日の公告日（電子公告掲載開始日） 平成29年２月３日（金曜日） 

基準日 平成29年２月28日（火曜日） 

効力発生日 平成29年３月１日（水曜日） 

３．新株予約権の行使価額の調整 

 今回の株式分割に伴い、新株予約権の１株当たりの行使価額を平成29年３月１日以降、下

記のとおり調整いたします。 

新株予約権の名称 調整前行使価額 調整後行使価額 

第２回新株予約権 563円 282円 
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４．１株当たり情報に及ぼす影響 

 当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定した場合の１株当たり情報は、以

下のとおりであります。 

項目 

前第２四半期連結累計期間 

（自 平成27年９月１日 

至 平成28年２月29日） 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成28年９月１日 

至 平成29年２月28日） 

１株当たり四半期純利益金額 12円61銭 16円33銭 

潜在株式調整後１株当たり 

四半期純利益金額 
12円61銭 16円23銭 
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